
Collecting of Ethnological Artifacts from Papua
New Guinea

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-16

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 中山, 和芳

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00004665URL



中山  ニューギニアの収集品か ら

ニューギニアの収集品から

中 山 、和 芳*

 1974年8月 末か ら10月中旬までの約50

日間,私 はパプア ・ニューギニアにおい

て国立民族学博物館の展示のための資料

の収集をおこなった。 これは博物館が創

設 されてはじめての海外収集活動であっ

た。

 た ま た ま ニ ュー ギ ニ アに滞 在 中 だ った

金 沢 大 学 の畑 中 幸 子 氏 に同行 させ て い た

だ い て,ポ ー ト ・モ レス ビ ー をふ りだ し

に,ラ エー チ ン ブ ー一 マ ウ ン ト ・ハ ー ゲ

ンー マ ダ ンー ポ ー ト ・モ レ ス ビー と,11

日間 で ニ ュー ギ ニ ア を一 巡 し た。 この旅

行 中,畑 中氏 か ら資料 収 集 につ い て,い

ろい ろ貴 重 な助 言 を い た だ い た。 ポ ー ト

・モ レス ビーに 戻 って,帰 国す る畑 中氏

と別 れ た後,今 度 は 入 れ か わ りに 日本 か

ら到 着 した 石毛 直 道 氏 と一 緒 に,前 の コ

ー ス を も う一 度 回 り
,さ らに ウ ェ ワ ク ま

で足 をの ば して,各 地 で 資料 の購 入 をお

こな った1)。

 今 回 は,収 集 品 の多 くを,ポ ー ト ・モ

レス ビー,ラ エ,ウ ェ ワ クな どの 都 市 の

美 術 商 か ら購 入 した。 もち ろん,こ の よ

うな 収集 方 法 は か な らず し も望 ま しい も
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のではないが,時 間が限 られていたので

止むをえなかった(し たがって,こ うし

た方法で 購入 した資料 に関するデータ

は,美 術商店主から得たものである)。

 今回の収集資料は全部で263点 。現在,

資料は万国博記念公園内の博物館の仮収

蔵庫におさめられている。

 以下では収集 した資料の中か ら主なも

のを,地 域別に分けて紹介してい くこと

にす る(括 弧内の数字は国立民族学博物

館の標本番号である)。

    *   *   *

 セピック オセアニア芸術 を語 る際

に,セ ピックSepikと いう名を落すこと

はで きない。形態の大胆 さやその多様性

で,セ ピック地域はニューギニアの もっ

とも重要な造形文化の中心である。セピ

ック川流域には大 きな儀礼用家屋が建 っ

ている。 ここは成年男子が宿泊する場所

ともなるが,そ の内部には祖先霊や精霊

をあらわす彫像,仮 面,装 飾板をはじめ,

多くの神聖な祭祀物が置かれている。女

性や子供がここに近づ くことは,従 来は

厳しく禁じられていたといわれている。

イニシエーションやその他の儀礼では,

これらの 精霊 の声が ブル ローラー や神

      国立民族学博物館研究報告  1巻1号

聖 な横 笛(ユ ア ッ ト川Yuat R.流 域,

No・1283)の 音 に よ って あ らわ され る

[ALLEN,1967:PP.58-59コ 。

 セ ピ ッ ク川 流 域 の 美 術 は,細 長 く表 現

され た顔 や長 くの び た鼻 な ど,共 通 した

造 形 的 な要 素 を もっ てい るが,隣 接 地域

の 影 響 を受 け て,川 の 流 域 に 点 在 す る そ

れ ぞれ の 村 は,す こ しず つ異 っ たス タ イ

ル の 作 品 をつ くって い る。 とい うの は,

隣 接 す る部 族 同 士 は 昔 か ら敵 対 関 係 に あ

り,絶 え間 な く争 い や首 狩 が行 わ れ て き

た に もか か わ らず,材 料 だ け で な く,祭

礼 用 の 彫像 や 仮面,儀 礼 や歌 の交 換 が お

こな わ れ て きた か らで あ る [GUIART,

1968:p.24]o

 セ ピ ッ ク下 流 と ラ ム川Ramu R.流 域

の仮 面 や彫 像 は,そ の鼻 が,異 常 に長 く

とが って い て,顔 全 体 や体 に ま で達 し て

い る のが,も っ と も顕 著 な特 徴 で あ る。

鳥 の 噛 に それ が 似 て い る とこ ろか ら,ニ

ュー ギ ニ ア美 術 の研 究 者 の間 で は 一 般 に

<1)eak style>と 呼 ばれ てい る。 この 特

徴 は,象 の 形 の頭 を もつ イ ン ド の 神,

Ganeshaに 由来 す る もの で あ る とい う説

もあ る[NEwToN,1972:P.30コ 。 その他

に も,円 錐 形 に髪 を束 ね た よ うな大 きい

1)私 に と って,今 度 が は じめ て の海 外 旅 行 で あ り,い ろい ろ と まごつ くこ とが 多 か った が,多

 くの 方 々の御 協 力 に よ って,無 事 に 仕 事 を 終 え る こ とが で きた。 ポ ー ト ・モ レ ス ビ ー駐 在 の 国

 連 イ ン フ ォ メー シ ョン ・セ ン タ ー所 長 の 小 田 信 昭氏,エ ア ・ニ ウギ ニ(Air Niugini)の ユ キ コ

 ●ホ ワ イ ト夫 人 とフ デ コ ・リー キ ー夫 人,Papua and New Guinea MuseumのDr. Smidtと
Dr・Egloff,チ ン ブー ・シ ナ シ ナのKoge Catholic MissionのFather Ommerbourne

, Father

Joeger・Sister Elizabeth, Sister Rosemary, Sister Kierain, Mt。 Hagen Catholic Missionの

Bishop Bernarding,い ろい ろ と御 世 話 に な った以 上 の方 々に,深 く感 謝 い た します 。 また,ポ

 ー ト ・モ レス ピー と マ ダ ンで 宿 泊 施 設 を 提 供 して くだ さ っ た 日本 映 像 記 録 セ ン ター(NAV)と

 ジ ャン ト株式 会 社(JANT PTY. LTD.)に は厚 くお礼 申 しあ げ ます 。 そ して,ニ ュー ギ ニ ア

現 地 に おい て,私 に学 問 的 イニ シ エ ー シ ョン を授 け て 下 さ った畑 申幸 子 氏 に は,特 に お礼 申 し

 あ げ ます 。

  な お,資 料 の 撮影 に あ た って は,国 立 民 族 学 博 物 館情 報 管 理 施 設 の宇 治 谷 恵 氏 の 御協 力 を得

 ま した。
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頭,長 い先 細 の 顎 を もつ 顔,す わ った り

か が ん で い るよ うな ま が った短 い足 とい

った 特 徴 もあ り,全 体 が鳥 の よ うな印 象

を与 え る[GulART,1968:P.8]。 ケ ラ ム

川Keram R.の 精 霊 の像(No.1335)は,

この 特 徴 を よ く示 して い る。

た様 式 に な って い るが,こ れ は座 るた め

の もの で は な い 。儀 礼 的 な演 説 を行 う と

きに,葉 の 束 で座 席 の部 分 を た た い て,

話 を強 調 す るた め に 用 い られ る もの で あ

る[STEwART,1972] (No.1489。 た だ

し今 回 の 収 集 品 で は 脚 の部 分 が 欠 け て い

る)。

 食 料 を鼠 な どか らの 被害 か ら守 るた め

に使 用 され る鉤(food hook, suspension

hook)は,ミ ドル ・セ ピ ックで と くに 発

達 してい る(No.1269,1484)。 鉤 は儀 礼

用 家 屋 の天 井 か らぶ ら下 げ,下 部 の 左 右

に張 り出 し た部 分 に個 人 の 所 有 物 の 入 っ

た籠 や編 袋 な どを吊 す 。 鉤 に は 祖 先 像 を

彫刻 し彩 色 を施 す 。 二 股 の もの や,四 股

の もの な ど,い ろ い ろな形 式 の もの が あ

る[STEwART,1972コ 。

 ミ ドル ・セ ピ ック の シ ャム ブ リ湖Cha・

   写 真1 精 霊 の 像(No.1335)

     ケラム川流域。高さ30cm。

 ミ ドル ・セ ピ ックは セ ピ ック美 術 の 中

心 で あ る。 祖 先 や 精 霊 を あ らわ す 仮 面 や

彫 像 ばか りで な く,日 常 用 い られ る品 々

に も,人 間 や動 物 の 彫 刻 や彩 色 が 施 され

て い る。 儀 礼 用 家 屋 の切 妻 や 内部 に は,

様 々 な仮 面 や彫 像 が 飾 られ て い る。 長 い

鼻 稜,眉 毛 と口 の間 の 隈取 り,目 の 強 調

は,こ の地 域 に しば しば見 られ る特 徴 で

あ る。文 様 と して 円 や 曲線 が 多用 され る

(No.1260,1268,1344,1349, 1355)。

 こ の儀 礼 用 家 屋 に置 か れ て い る重 要 な

もの の一 つ に,一 般 に<orator's stool>

とか<debating stoo1>と 呼 ばれ て い る

もの が あ る。 椅 子 の 背 に人 体 が 彫 刻 され

    写 真2鉤(No.1269)

ミドル ・セピック,シ ャムブ リ村。高 さ55cme
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mbri L・一 帯 は,セ ピ ッ ク地 域 の土 器 製

造 の 中心 地 の一 つ で あ る。 彫 刻 や仮 面 の

製作 は 男 の 仕事 で あ るが,土 器 作 りは女

の仕 事 で あ る。 メ ラネ シ ア で は土 器 を作

る時 に,ろ くろ は用 いず に,手 つ くね 法

や 巻 き上 げ な どの 方 法 に よ って 形 づ く

る。 手 や貝,あ るい は板 を使 って 形 を整

え,天 火 で乾 し た後 に,薪 の 中 に置 い て

焼 きあ げ る。 ミ ドル ・セ ピ ッ クの土 器 は,

用 途 に よ っ て,貯 蔵 用,調 理 用,炉,儀

礼 用 家 屋 の装 飾 の た め の仮 面 や 像 な どに

分 け られ るが,ど れ に も彩 色,切 込 み な

どの 装 飾 が施 され て い る[STEWART,

1972コ 。

  写 真3 人 面 付 土 器(No.1274)

  ミドル・セピック,シ ャムブリ村。高さ30cm。

 球 形 の 壺 は食 料 の サ ゴを 貯蔵 す るた め

に用 い られ る。 大 きな壺 に は その頸 部 に

様 式 化 され た人 間 の 顔 が つ い て い て,そ

の鼻 は顔 を表 わす 二 つ の 円 の接 点 か ら隆

起 し て い る(No.1274,1275,1350,1481,

1492,1495,1513)。 円錐形 の土 器 は 調

理 用 や食 器 と して用 い られ る。 これ に は

螺 旋 形 や 渦 巻模 様 の 曲 線 が 凹 刻 され る

172

      国立民族学博物館研究報告  1巻1号

(No.1359,1360,1500, 1501,1506)。

 セ ピ ック川 の 北,プ リン ス ・ア レ クサ

ン ダ ー 山脈Prince Alexander Mts.の マ

プ リクMaprik山 地 一帯 に は,と くに

壮 大 な 儀 礼 用 家 屋 で 有 名 な アベ ラ ム 族

Abelamや ア ラペ シ ュ族Arapeshが 住 ん

で い る。 儀 礼 用 家屋 の大 きい もの は高 さ

が80フ ィー トに まで達 す る もの が あ る と

い う。 建 物 の 正 面 の椰 子 皮 の三 角形 の壁

面 には,祖 先 霊 が 赤,オ レ ン ジ,黄,黒,

白の あ ざや か な 色彩 で描 か れ て い る。切
       まぐわ

妻 の下 の方 に は 楯(ド アな どの 上 部 の横

材)に 木製 の顔 の帯 状 装飾 が 用 い られ て

い る (No.1488,1496)。

 アベ ラ ム族 の 儀 礼 用 家屋 に は,原 地 語

で くηgwalndu》 と呼 ば れ る祖 先 像 が置

か れ て い る(No.1366)。<ηgwalndu》

は,ヤ ム芋 や豚 の豊 穣,人 間 の幸 福 と出

生 をつ か さ ど る と考 え られ て い る。 模様

と して三 角 形 の モ チ ー フが 顕 著 で あ り,

頭 上 に の って い る 鳥 は トー テ ム 的意 味

を もつ とい わ れ て い る。 両 足 の 間 に豚 が

い て,フ ァ ロス を 見 上 げ て い る。 これ

は くηgwalndu》 の 精 液 が豚 の発 育 と関

係 が あ る と 観 念 され て い る た め で あ る

[FoRGE,1971:p.309]。

 この地 域 の 主 食 は ヤ ム芋 と タ ロ芋 だ

が,と くに ヤ ム芋 は儀 礼 的 価 値 を も ち,

しば しば人 間 と同 じ よ うに扱 わ れ る こ と

が あ る。 儀 礼 的 な収 穫 物 の展 示 が お こな

わ れ る時 に は,細 く引 き さい た籐 を編 ん

で つ くった仮 面,ヤ ム ・マ ス クで ヤ ム芋

を飾 る。突 き出 した鼻 梁 で 隔 て られ た一

対 の丸 い 目を もつ この仮 面 は,全 体 が鳥

の頭 を あ らわ した よ うな 感 じ を与 え る

(No.1296)。 メ ラ ネ シ アで は,農 耕 は主

と して 女 性 の 手 で お こな わ れ るが,ア ベ



中山  ニ ューギ ニアの収集品か ら

で,鳥 は羽 根 を伸 ば し た姿 を真 上 か ら見

た形 に彫 刻 されて い る[ギ ア ール,1973:

p.272] (No.1272, 1273, 1345)。 ヒ ュ

オ ン湾 一 帯 とニ ュー ブ リテ ン島南 部 の 地

域 で は,様 々 な資 源 を 自己 充 足 す る こ と

が で きな い た めに,種 々の 品 物 の 広 範 な

交 易 が お こな われ て い る。 この交 易 の 具

体 的 な様 子 は,T. Harding[1967]に 詳

し いが,こ の 交 換 の ネ ッ トワー クの 中

で,木 鉢 は重 要 な交 易 品 と して大 切 な位

置 を 占 め て い る。

  写真4 ヤム ・マスク(No.1296)

   マプリク,アベラム族。高さ65cm。

ラ ム族 で は,ヤ ム芋 の植 え付 け や収 穫 は

男 達 が お こな い,長 い ヤ ム芋(12フ ィー

トとい う記 録 が あ る)を つ くる こ とが,

権 威 を獲 得 す る方 法 の 一 つ とな って い る

[FoRGE,1971:P.307]。

 ヒ ュオ ン湾 ヒュ オ ン湾Huon Gulf一

帯 の彫 刻 は 鋸 歯 状 や 三 か 月形 の 幾 何 学模

様 の デザ イ ンが 特 徴 で あ る。 もっ と も広

く知 られ て い る この 地 方 の芸 術 は,卵 型

の 木 製 の 鉢 で あ る。 様 式 化 され た 人体 や

鳥 が 黒 色 の 木 に レ リー フで 彫 り込 まれ,

石 灰 が 埋 め こ まれ て,黒 と 白の あ ざや か

な コ ン トラ ス トを なす 。 タ ミ島Tami Is.

の ものが 特 に 有 名 なの で,こ の ため この

地 域 の美 術 は 一 般 に<Tami style>と 呼

ばれ て い る。 彫 刻 され る人 体 は,三 角形

の 目 を し,長 方 形 のか どば っ た顔 か らす

ぐに胴 体 へ とつ なが り首 が な い のが 特 徴

    写真5 木鉢(No.1273)

   シアシ地域,マンドック島。長き53cm。

 マ ッ シム マ ッシ ムMassimと い うU

は,ニ ュー ギ ニ アの東 南 端 お よ び そ の手

近 の い くつか の諸 島 の 総 称 で あ る。 マ1

ノ フス キ ー の研 究 で 有 名 に な っ た トロ:

リア ン ド島Trobriand Is.も こ こに含 芝

れ,マ ッ シ ムは大 規 模 な交 易 シス テ ム`

ク ラKulaが 行 わ れ る地 域 で あ る。 こC
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地 方 の社 会 は,ニ ュー ギ ニ ア の他 の地 域

に較 べ て よ り厳 密 に規 制 され た階 層 制 度

を もつ が,男 子 集 会 所,イ ニ シ エ ー シ ョ

ン儀 礼,仮 面 は存 在 しな い 。

 ラエ の美 術 商 の所 で,ク ラ ・カ ヌーが

売 りに 出 て い た 。マ リノ フ ス キ ーが「交 易

遠 征 隊 や 訪 問 団 を乗 せ た原 住 民 の カ ヌー

船 団 が 沖 あ い に現 わ れ,三 角 の帆 を蝶 の

羽 の よ うに ひ ろげ て海 上 に散 らば り,ホ

ラ貝 を 合奏 して 合 図 を して い る光 景 は忘

れ が た い もの で あ る。 や が て カ ヌーが 近

づ い て くる。 真新 しい 白,赤,黒 の塗 料

に 輝 い て 青 い 海 の上 に揺 れ,へ さ きに は

み ご とな デ ザ イ ンの板 飾 りを つ け,白 い

大 きな コ ヤ ス貝 が ふ れ あ っ て か らか ら

と音 を た て て い る」[マ リノ フス キ ー,

1967:p.173コ と述 べ た,腕 輪(ム ワ リ)

と首 飾 り(ソ ウ ラ ヴ ァ)を 運 ぶ遠 洋 航 海

用 の,あ の カ ヌ ーで あ る。 残 念 なが らあ

ま りに 値段 が 高 くて手 が 出ず,カ ヌー の

へ さ きに つ け る装飾 板 で我 慢 し な けれ ば

な らな か った 。 しか し,こ の 装 飾 板 は

マ ッシ ム 芸 術 の 特 徴 を よ く示 し て い る

(No.1255,1256)。

 写 真6 カ ヌー の装 飾 板(No.1255)

     トロブリアンド島。横89cm。

 装飾板は,二 本の縦の帯で囲まれた中

央部か ら螺旋状の模様が左右に飛び出し
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た形 に な って い て,連 続 した 渦巻 模 様 が

太 い線 で凹 刻 され てい る。 この 抽 象 的 な

模 様 は軍 艦 鳥 を モ チ ー フ と し,こ の鳥 の

噛 を積 み重 ね た様 を抽 象 化 し た もの とい

われ て い る[CRANsToNE,1961:p.44;

ギ アー ル,1973:p.315コ 。 この 装 飾 板 は

カ ヌー を建 造 す る カ ヌー大 工 に よ って 作

られ,カ ヌー に装 着 され る時 には 呪 術 儀

礼 が お こな わ れ る。

 ニ ュー ギ ニ ア高 地 前 に も述 べ た よ う

に,今 回 の収 集 品 の 多 くは都 市 の美 術 商

か らの購 入 で あ った が,畑 中氏 に連 れ て

い た だ い て,ニ ュー ギ ニ ア高 地 の シ ナ シ

ナ地 方Sinasina Sub-districtを 数 日間 訪

れ る こ とが で き,そ こで若 干 の 日常 用 品

を収 集 で きた の は幸 で あ った。

 ニ ュー ギ ニ ア高 地 は1930年 代 に初 め て

白人 と接 触 す るま で,世 界 の歴 史 か ら と

り残 され て きた地 域 で あ ったが,戦 後,

と くに1950年 代 後 半 か らの社 会 ・文 化 の

変 化 は著 しい もの が あ る。 畑 中氏 は1969

年 か ら翌 年 に か け て,こ う した変 化 の プ

ロセ ス を シ ナ シ ナ地 方 で調 査 した こ とが

あ り[HATANAKA,1972;畑 中,1974],

畑 中氏 に と って ひ さ しぶ りの訪 問 で あ っ

た。

 シ ナ シ ナ地 方 で は丘 陵 の尾 根 に 沿 って

部 落 が つ く られ,村 の 中心 に は 男子 集 会

所 が あ り,そ の前 は広 場 に な って い る。

元 来 は二,三 軒 か らな る部 落 が 点在 して

い たの だが,行 政 指 導 に よ り,い まの よ

うな集 落 形 態 に変 った とい われ る。

 この 地 域 も,他 の高 地 社 会 と同様,サ

ツ マ芋 を主 食 と し豚 を飼 育 す る生 活 を営

ん で い る。 オ セ ア ニ ア地 域 で 広 くお こな

われ て い る料 理 法 とし て ア ー ス ・オ ー ブ

ン は有 名 だが,こ の料 理 法 は,ニ ュー ギ



中山  ニューギニアの収集品から

ニ ア高 地 で は 丸 太 を臼 状 に く りぬ い た ク

ッキ ン グ ・ポ ッ ト(No.1367)を 用 い て

もお こな う。底 に バ ナ ナの葉 を ひ き,熱

した石 を置 く。 これ に バ ナナ の葉 で包 ん

だ豚 肉 や野 菜 を の せ,さ らに そ の上 に も

熱 した石 を置 く。 水 を注 いで し ば ら くお

く と,む し焼 きが で きあが る。

 今 日の シ ナ シ ナ地 方 の 人 々は,く た び

れ た もの とは い え,シ ャツ,シ ョー トパ

ン ッ,ワ ン ピー ス を身 に つ け る人 が 多 く

な っ て きたが,伝 統 的 な 服 装 は,男 子 は

ち ょ うど相 撲 の 化 粧 まわ しの よ うな前 垂

れ で あ り(No.1401,1402,1407),女 子

の 場 合 はす だ れ 状 の 前 垂 れ を幾 重 に も重

ね た もの で あ る(No.1403-1406)。 女 子

は誰 で も,収 穫 物 や 身 の まわ りの もの,

時 に は 赤 ん坊 も,ビ ル ム と呼 ばれ る編 袋

(No・1408,1409)に 入 れ て,そ れ を頭 に

引 っか け て背 負 って い る。

 セ ピ ッ ク地 域 と比 較 す ると,ニ ュー ギ

ニ ア高 地 の美 術 は彫 刻 や絵 画 を それ ほ ど

発 達 させ て お らず,身 体 装 飾 に力 点 が 置

か れ る。 高 地 人 に あ って は,身 体 装 飾 は

単 に容 姿 を端 麗 に見 せ るだ けで は な く,

富 を示 す こ とで もあ り,名 声 を獲i得す る

こ とで もあ っ た。頭 飾 りに は極 楽 鳥 や火

喰 鳥 な どの 羽(No.1398-1400),玉 虫 を

つ け たヘ ッ ド ・バ ン ド(No.1397),貝 製

の 額 飾 り(No.1426-1428)な どが あ る。

首 飾 りと して は,オ ガ ン と呼 ばれ る真 珠

の 母貝 を半 月 型 に き った もの(No.1422

--1425)
,子 安 貝(No・1389),豚 の牙

(No.1385-1388,1390)な どが 用 い られ

る。 この他 に も,腕 輪(No.1394,ユ395)

や足 輪(No・1396)や 鼻 飾 り(No.ユ427)

で体 を飾 る。

 シ ナ シ ナ地 方 のKoge村 に滞在 申 に近

写真7 ニ ューギニア高地,シ ナシナ地方,

    Du村 の シンシ ン。(石毛直道氏撮影)

くのDuと い う村 でく シ ン シ ン〉 を見 る

機 会 が あ った。 〈 シ ン シ ン〉 と は単 な る

踊 りとい う意 味 で は な く,ニ ュー ギ ニ ア

の人 々 の様 々 な儀 礼 活 動 の総 称 で あ る。

こ の時 は,年 末 に お こ な われ る予 定 の 豚

祭(大 量 の 豚 を殺 す)に 先 立 って お こな

われ た もの で,羽 毛 で頭 を飾 り,体 中 に

彩 色 を施 して 盛 装 した若 者達 が,体 をゆ

す り,太 鼓(No.1357)を 打 ち た た きな

が ら,足 で 力強 く大 地 を踏 み つ け,エ ネ

ル ギ ッ シ ュに 踊 って い た 。

 豚 祭 に は竹 製 の横 笛(No.1377-1380)

が奏 され る。 そ の音 は精 霊 の 声 だ と いわ

れ て い て,横 笛 は神 聖 な もの で あ り,以

前 は女 性 と子 供 は 見 る こ とが で きな か っ

た と い う。横 笛 の 二 重奏 は,単 調 な 音 な

が ら も,荘 厳 で 無 気 味 な響 を も って い

て,シ ン シ ンの 踊 りの興 奮 とは対 照 的 で

あ った 。
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    *   *   *

 この 世 界 は 多 くの 精 霊 に と り囲 まれ て

い ると,メ ラ ネシ ア の 人 々 は 考 えて い

る。 祖 先 の 霊 はほ とん ど ど こで も崇拝 さ

れ てい て,死 者 と生 者 は 強 い 絆 で 結 びつ

いて い る。 食 料 を供 え 儀 礼 をお こ な え

ば,祖 先 の 霊 は子 孫 を助 け て くれ る けれ

ど も,慣 習 を破 っ た り儀 礼 を怠 たれ ば,

病 気 や不 幸 とい うむ くい を うけ るか もし

れ な い[CRANsToNE,1961:p.28コ 。 精 霊

は 山や 川 に,所 に よ って は海 に も,あ ら

ゆ る場 所 や もの の 中 に棲 み,丁 重 に扱 え

ば人 々 の生 活 を守 って くれ る。 だ か ら,

人 々 は こ うし た祖 先 霊 や 精 霊 と宥 和 し,

加 護 を願 う こ とな し に は,生 活 の 安 寧 を

期 待 す る こ とはで きなか っ た。 メ ラ ネ シ

ア美 術 の中 心 が 祖 先 像 や 精 霊 の 彫 像 であ

るの は,こ うし た事 情 に基 づ い て い る。

 メラ ネ シ アの 芸 術 は,変 化 に 富 む 自在

な造 形 を示 し,多 彩 な 展 開 を遂 げて い

る。 内容 や 形 式 の 両 面 に お け る豊 か さ

は,世 界 で も他 に類 を見 ない ほ どの もの

で あ る。 今 回 の 収 集 旅 行 で ヵ ヴ ァーで き

なか った地 域,と くに,西 ニ ュー ギ ニ ア

(イ リア ン ・ジ ャヤ),パ プ ア湾 地 域,ニ

ュー ア イル ラ ン ド,ニ ュー ブ リテ ン,ソ

ロモ ン群 島 な どの 資 料 を今 後 補 充 す る こ

とが で きれ ば,メ ラ ネ シ ア文 化 の 多様 性

を一 層 明 らか に 示 す こ とが 可 能 とな るだ

ろ う。
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